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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話63-2203）

足立区議会議員写真部作品展に出品しました

表紙の写真は

動画を配信しています議会カレンダー
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6月 令和3年第2回定例会予定 　本会議の様子は、鹿沼ケーブルテレビで
生中継及び録画放送をしているほか、
YouTube（ユーチューブ）で動画配信（下記
QRコード）もしていますので、ぜひご覧に
なってください。

鹿沼市ホームページ
（議会の動画配信）

◆題字書写リレー !!◆　今号は市田登議員が揮ごうしました

民族音楽及び舞踊のフラメンコ鑑賞　～議場コンサート～民族音楽及び舞踊のフラメンコ鑑賞　～議場コンサート～

市政を問う
12月定例会の結果

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

特 集

市内４校の高校生と
　意見交換会を行いました!

2021
213号

2月25日発行

　令和2年12月11日から18日まで、足立区役所において「足立区議会議員写真部作品展」が開催されたことから、本市議会からも、特
別参加として3名が計6点の力作を出品しました。その中から3点をご紹介します。

　新型コロナウイルス感染症対策を行っ
た上で、鹿沼市議会文化・スポーツ・芸術
振興議員連盟主催の、議場コンサートを
開催しました。
　今回は、フラメンコ・スタジオJの皆さま
をお呼びし、スペイン南部　アンダルシア
地方で生まれた、民族音楽及び舞踊のフ
ラメンコを鑑賞しました。※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページをご覧

いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

総務常任委員会
環境経済常任委員会

建設水道常任委員会
文教民生常任委員会

本会議（第４日）
議案質疑・一般質問

本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

本会議（第１日）
提出議案の説明

議会運営委員会

夕暮れの　川上澄生美術館

撮影者：谷中　恵子　議員

鹿沼深岩石

撮影者：加藤　美智子　議員

屋台のまち中央公園
掬翠園のもみじ

撮影者：阿部　秀実　議員



Happy!
KANUMA!!

はい
100％

その他 0％いいえ 0％

はい
91％

分からない・その他 9％いいえ 0％

はい
99％

その他 0％いいえ 1％

高校生との
意見交換会

特　集
高校生の本音を聴いてきました! 　4年前の選挙権年齢引き下げを機に始まり、毎年恒例

となったこの会…
　今年は新型コロナウイルス感染症対策として、人数や
時間を縮小して実施しました。
　鹿沼市について思っていること、鹿沼市議会や鹿沼市
に提案したいことなど、高校生の考えを聞き、また、議
員の考えを伝えることで、活発な意見交換となりました。
　高校生ならではのストレートな意見について、主なも
のを分類ごとにご紹介します。

鹿沼高校

鹿沼東高校

鹿沼南高校

鹿沼商工高校

参加して良かったか今後、選挙に行こうと思うか 政治や市議会に関心を
持つようになったか

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

10月23日（金） 鹿沼東高等学校 24人

11月  5日（木） 鹿沼商工高等学校 17人

11月  9日（月） 鹿沼高等学校 20人

11月13日（金） 鹿沼南高等学校 25人

 開　催　日 学　　校　　名 参加生徒数

【令和2年度開催実績】

公
共
交
通
に
関
す
る
意
見

問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て

⃝

バ
ス
、
電
車
の
便
が
少
な
く
不
便
。

⃝

電
車
内
が
通
学
時
に
密
に
な
っ
て

い
る
た
め
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
に
適

し
て
い
な
い
。

⃝

バ
ス
の
乗
り
場
が
少
な
い
。

⃝

電
車
か
ら
バ
ス
へ
乗
り
換
え
る
際

の
待
ち
時
間
解
消
が
必
要
。

解
決
策
・
提
案
に
つ
い
て

⃝

電
車
、
バ
ス
の
本
数
を
増
や
す
。

特
に
、
朝
夕
の
混
雑
時
の
本
数
を

増
や
す
。

⃝

バ
ス
の
路
線
を
拡
大
す
る
。

⃝

電
子
マ
ネ
ー
を
導
入
し
支
払
い
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
。

⃝

段
差
を
無
く
し
て
足
が
不
自
由
な

方
も
利
用
で
き
る
バ
ス
に
す
る
。

街
灯
設
置・防
犯
に
関
す
る
意
見

問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て

⃝

通
り
か
ら
少
し
外
れ
る
と
真
っ
暗

で
危
な
い
と
感
じ
る
。

⃝

新
鹿
沼
駅
周
辺
は
、
店
が
閉
ま
る

と
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
。

⃝

街
灯
が
少
な
く
、
通
学
に
危
険
を

感
じ
る
場
所
が
あ
る
。

⃝

鹿
沼
駅
前
の
駐
輪
場
の
治
安
が
良

く
な
い
。

解
決
策
・
提
案
に
つ
い
て

⃝

学
校
付
近
や
通
学
路
に
街
灯
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

⃝

車
道
と
歩
道
の
区
別
が
無
い
道
ほ

ど
明
か
り
が
必
要
。

⃝

１
１
０
番
の
家
な
ど
緊
急
に
逃
げ

込
め
る
場
所
も
わ
か
り
や
す
く
示

す
。

道
路
環
境
に
関
す
る
意
見

問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て

⃝

歩
道
が
狭
く
、
自
転
車
と
の
す
れ

違
い
が
危
険
。

⃝

舗
装
状
態
が
悪
く
、
自
転
車
が
パ

ン
ク
し
て
し
ま
う
。

⃝

道
路
が
悪
い
た
め
、
つ
ま
づ
い
た

り
、
水
た
ま
り
が
で
き
て
い
る
。

⃝

建
造
物
に
よ
っ
て
見
通
し
の
悪
い

道
が
多
い
。

解
決
策
・
提
案
に
つ
い
て

⃝

安
心
し
て
歩
け
る
歩
道
や
広
い
道

路
を
整
備
す
る
。

⃝

「
こ
の
先
段
差
あ
り
」
な
ど
の
注

意
喚
起
の
看
板
を
設
置
す
る
。

⃝

ど
ん
な
道
に
も
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

設
置
す
る
。

人
口
減
少
対
策
に
関
す
る
意
見

解
決
策
・
提
案
に
つ
い
て

⃝

病
院
や
大
学
を
誘
致
す
る
。

⃝

一
度
上
京
し
た
人
が
戻
っ
て
き
や

す
く
な
る
よ
う
に
、
大
企
業
を
誘

致
す
る
。

⃝

保
育
士
と
介
護
士
の
給
料
を
上
げ

て
ほ
し
い
。

⃝

子
育
て
世
代
の
サ
ポ
ー
ト
を
拡
充
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高校生との
意見交換会

特　集
高校生の本音を聴いてきました! 　4年前の選挙権年齢引き下げを機に始まり、毎年恒例

となったこの会…
　今年は新型コロナウイルス感染症対策として、人数や
時間を縮小して実施しました。
　鹿沼市について思っていること、鹿沼市議会や鹿沼市
に提案したいことなど、高校生の考えを聞き、また、議
員の考えを伝えることで、活発な意見交換となりました。
　高校生ならではのストレートな意見について、主なも
のを分類ごとにご紹介します。

鹿沼高校

鹿沼東高校

鹿沼南高校

鹿沼商工高校

参加して良かったか今後、選挙に行こうと思うか 政治や市議会に関心を
持つようになったか

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

10月23日（金） 鹿沼東高等学校 24人

11月  5日（木） 鹿沼商工高等学校 17人

11月  9日（月） 鹿沼高等学校 20人

11月13日（金） 鹿沼南高等学校 25人

 開　催　日 学　　校　　名 参加生徒数

【令和2年度開催実績】

す
る
。
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
。

施
設・お
店
に
関
す
る
意
見

問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て

⃝

カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
デ
パ
ー

ト
が
少
な
い
た
め
、
市
外
等
に
出

る
必
要
が
あ
る
。

⃝

空
き
店
舗
や
空
き
地
が
多
い
。

解
決
策
・
提
案
に
つ
い
て

⃝

図
書
館
に
お
茶
が
飲
め
る
よ
う
な

交
流
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

⃝

学
校
周
辺
に
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
勉

強
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
。

⃝

映
画
館
等
の
娯
楽
施
設
が
な
い
の

で
増
や
し
て
ほ
し
い
。

⃝

大
人
が
遊
べ
て
買
い
物
が
で
き
る

複
合
施
設
が
ほ
し
い
。

観
光・Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
意
見

問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て

⃝

観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
が
な
い
。

⃝

市
の
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
少
な
い
。

⃝

鹿
沼
市
の
知
名
度
が
低
い
。

解
決
策
・
提
案
に
つ
い
て

⃝

市
主
催
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。

⃝

地
域
の
小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
の
告

知
も
し
て
ほ
し
い
。

⃝

い
ち
ご
型
の
街
灯
や
い
ち
ご
型
の

公
園
を
つ
く
る
。

⃝

自
然
が
多
い
の
が
魅
力
な
の
で
、

整
備
を
す
れ
ば
観
光
客
を
増
や
せ

る
の
で
は
な
い
か
。

⃝

有
名
な
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
鹿
沼

市
の
知
名
度
を
上
げ
て
も
ら
う
よ

う
お
願
い
す
る
。

⃝

い
ち
ご
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ニ
ラ
な

ど
の
特
産
物
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
農
家
の
支
援

を
す
る
。

⃝

木
製
の
日
用
品
や
お
土
産
品
な
ど

で
鹿
沼
の
名
産
品
を
つ
く
る
。

防
災
に
関
す
る
意
見

問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て

⃝

毎
年
の
よ
う
に
黒
川
の
府
中
橋
付

近
が
氾
濫
し
て
い
る
。

⃝

防
災
ア
プ
リ
の
認
知
度
が
低
い
。

解
決
策
・
提
案
に
つ
い
て

⃝

水
は
け
が
よ
く
な
る
仕
組
み
を
作
る
。 ⃝

黒
川
の
堤
防
を
整
備
し
、
花
火
大

会
を
毎
年
実
施
し
て
ほ
し
い
。

意
見
交
換
会
の
感
想

⃝

議
員
と
話
を
す
る
機
会
は
中
々
な

い
の
で
、
と
て
も
い
い
時
間
だ
っ
た
。

⃝

市
外
か
ら
来
て
い
る
生
徒
や
議
員

と
話
を
し
て
意
見
が
変
わ
り
、
よ

り
良
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
出
来

て
良
か
っ
た
。

⃝

議
会
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
分
か
っ
て
良
か
っ
た
。

⃝

沢
山
こ
の
よ
う
な
会
を
開
け
ば
、

さ
ら
に
新
た
な
視
点
が
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

⃝

も
っ
と
沢
山
の
生
徒
に
参
加
し
て

ほ
し
い
。

⃝

議
員
と
交
流
す
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
、
政
治
や
市
議
会
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
。

（3） 2021　213号



市
政
を

問
う

12/9～11
一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間
60分
質問時間
60分

第6回定例会で16人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれの
一般質問の動画をご覧いただけます。

各議員の記事の「質問」の文章は、
議員本人が作成しました。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

水
源
地
域
振
興
拠
点
施
設
（
上
南
摩
地
区
の

旧
ハ
ー
ベス
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
現
状
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
具
体
的
な
整
備
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�

令
和
6
年
度
の
完
成
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
の
現
状
は
、
令
和
元
年
9
月
に
策

定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
を
進
め
て

お
り
、こ
れ
ま
で
に
温
泉
掘
削
工
事
を
実
施
し
、

現
在
、基
本
設
計
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

年
度
内
に
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て

管
理
運
営
予
定
者
を
選
定
し
、
引
き
続
き
、
実

施
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
令
和
3
年
度
に

は
実
施
設
計
作
成
や
用
地
取
得
を
進
め
、
令
和

4
年
度
か
ら
施
設
整
備
工
事
を
順
次
着
工
し
、

令
和
6
年
度
の
完
成
、
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
地
元
か
ら
の
要
望
で
あ
る

温
浴
施
設
・
飲
食
施
設
・
農
産
加
工
所
を
コ
ア

施
設
に
、
ま
た
、
地
元
の
そ
ば
祭
り
に
も
利
用

で
き
る
多
目
的
広
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
募
集
し
、
決
定

し
た
民
間
事
業
者
が
管
理
運
営
を
行
う
事
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
飲
食
施
設
や
農
産
加
工

所
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
組
織
す
る

団
体
を
中
心
に
運
営
し
て
い
た
だ
く
方
向
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

水
源
地
域
振
興
拠
点
施
設
に
つ
い
て
伺
う

鈴木　敏雄　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
教
育
行
政
に
つ
い
て

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
補
償
制
度
に
つ
い
て

○
予
防
接
種
再
接
種
費
用
助
成
制
度
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。 （4）2021　213号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

昨
年
の
12
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
一
般

質
問
を
し
て
か
ら
1
年
が
経
過
し
た
が
、
市
と

し
て
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の

か
、
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
総
務
部
長
）��
�
�
�
�
�
�
�

職
員
や
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
、
啓
発
を
推

進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
職
員
の
名
刺
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ

ゴ
を
入
れ
る
こ
と
や
、内
閣
府
が
主
催
し
た「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
総

会
に
参
加
し
最
新
の
情
報
を
収
集
、
市
役
所
玄

関
ロ
ビ
ー
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
普
及
啓
発
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
「
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
」
の

協
力
の
も
と
職
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

基
礎
知
識
の
習
得
と
理
解
の
向
上
を
図
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
引
き

続
き
名
刺
に
ロ
ゴ
を
入
れ
る
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、
啓
発
用
バ
ッ
ジ
を
着
用
す
る
環

境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
次
期
総
合
計

画
に
お
い
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
共
通
言
語
と
し

た
官
民
連
携
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
自
治
体
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
入
れ
込
む
な
ど
、
職

員
や
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
、
啓
発
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

子
育
て
を
支
援
し
て
い
く
に
は
、
相
談
の
充

実
や
育
児
施
設
の
整
備
、
遊
び
場
の
確
保
と
提

供
な
ど
の
施
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
赤
ち
ゃ

ん
を
育
て
る
た
め
の
日
常
的
な
経
費
を
支
援
す

る
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
拡
大
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）��
�
�
�
�

他
市
の
事
例
等
を
参
考
に
、
総
合
的
な
見
地
か

ら
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
複
数
の
部
局
に
お
い
て
、

様
々
な
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
支
援
策
と
し
て
は
、「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
費
の
助
成
」、「
親
子
3
人
乗
り
自
転
車
の

購
入
費
の
助
成
」、
3
歳
ま
で
の
紙
お
む
つ
廃

棄
用
と
し
て
、「
鹿
沼
市
指
定
ご
み
袋
引
換
券

の
交
付
」、
新
生
児
へ
の
木
育
・
花
育
を
意
識

し
た
、
木
の
お
も
ち
ゃ
や
花
木
を
セ
ッ
ト
で
送

る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
ベ
リ
ー
ウ
ッ
ド
プ

レ
ゼ
ン
ト
」、
10
カ
月
健
診
の
際
に
、
絵
本
の

紹
介
や
読
み
聞
か
せ
体
験
と
と
も
に
、
お
気
に

入
り
の
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
制
度
の
拡
充
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
他
市
の

事
例
等
を
参
考
に
、
事
業
化
や
支
援
の
内
容
等

も
含
め
、
必
要
性
・
緊
急
性
・
事
業
効
果
等
、

総
合
的
な
見
地
か
ら
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鹿
沼
市
に
お
け
る
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
s
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

子
育
て
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う

梶原　隆　議員谷中　恵子　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
財
政
運
営
に
つ
い
て

○
行
政
事
務
に
つ
い
て

○
産
業
振
興
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
盲
導
犬
体
験
教
室
に
つ
い
て

○
通
学
路
等
に
お
け
る
交
通
安
全
の
推
進
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

（5） 2021　213号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
側
の
整
備
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。
ま
た
、
武
子
川
拡
幅
工
事
の
概
略
と
完
成

時
期
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
都
市
建
設
部
長
）��
�
�
�
�
�

２
月
に
、
約
270
メ
ー
ト
ル
の
道
路
築
造
工
事
を

発
注
す
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
側
の
整
備
は
、「
鹿
沼
駅
東

通
り
」、「
鹿
沼
駅
裏
通
り
」
の
2
路
線
、
及
び

駅
東
西
を
結
ぶ
「
自
由
通
路
」
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
鹿
沼
駅
東
通
り
は
、
現
在
、
物
件
補
償

や
用
地
取
得
を
行
っ
て
お
り
、
2
月
に
は
、
約

270
メ
ー
ト
ル
の
道
路
築
造
工
事
を
発
注
し
、
令

和
5
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
鹿
沼

駅
裏
通
り
及
び
自
由
通
路
は
、
鹿
沼
駅
東
通
り

の
整
備
進
捗
に
合
わ
せ
事
業
に
着
手
し
、
令
和

10
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
武
子
川

の
河
川
拡
幅
工
事
の
概
略
と
完
成
時
期
は
、
河

川
管
理
者
の
県
に
よ
る
と
、「
若
林
橋
」
か
ら
「
飯

岡
橋
」
ま
で
の
約
4.3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
対
象
と
し
、

下
流
か
ら
順
次
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
「
若
林
橋
」
か
ら
「
武
子
川
橋
」
ま

で
の
約
0.7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
改
修
が
完
了
し
、
現

在
、
Ｊ
Ｒ
日
光
線
「
武
子
川
橋
梁
」
の
改
築
に

向
け
、
協
議
中
と
聞
い
て
い
ま
す
。
協
議
が
整
い

次
第
、
早
期
に
工
事
着
手
し
、
そ
の
上
流
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
千
渡
地
区
圃
場
整
備
事
業

と
調
整
を
図
って
い
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

教
育
長
の
所
信
に
つ
い
て
、
絶
対
解
か
ら
納

得
解
と
す
る
考
え
を
伺
う
。
鹿
沼
の
子
供
達
の

未
来
に
つ
い
て
、
生
き
る
力
と
し
て
自
分
で
物

事
を
判
断
す
る
力
を
養
い
、
卑
怯
を
憎
み
慈
悲

の
心
を
持
ち
、
実
り
有
る
人
生
を
送
る
事
と
思

う
が
伺
う
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�

子
供
た
ち
が
、
未
来
の
つ
く
り
手
と
な
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
の
未
来
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
つ
い
て

は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
自
分

と
は
違
う
考
え
の
人
た
ち
と
も
協
力
し
て
、
新

た
な
価
値
を
見
出
し
た
り
、
決
ま
り
き
っ
た
正

解
の
な
い
問
題
に
対
し
て
、
多
く
の
人
が
納
得

で
き
る
「
納
得
解
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
鹿
沼
の
子
供
た
ち
を
育
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
子
供
た

ち
が
未
来
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

力
で
す
。
よ
り
よ
い
社
会
と
幸
福
な
人
生
を
切

り
開
き
、
未
来
の
つ
く
り
手
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
す
こ
や
か
な
心
と
体
を
も
ち
、
思
い
や
り
の
あ

る
市
民
の
育
成
」、「
教
養
を
高
め
、
多
様
な
価

値
観
を
認
め
合
う
市
民
の
育
成
」
等
の
教
育
目

標
の
達
成
を
目
指
し
、
子
供
た
ち
に
ど
ん
な
力

を
育
て
て
い
く
の
か
と
い
う
目
的
を
明
確
に
し

な
が
ら
、教
育
行
政
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

鹿
沼
市
菊
沢
地
区
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う

鹿
沼
市
の
教
育
に
つ
い
て
伺
う

宇賀神　敏　議員 大島　久幸　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
人
口
減
少
対
策
と
鹿
沼
市
東
部
地
区
の

人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

○
雨
水
対
策
に
つ
い
て

○
公
設
市
場
に
つ
い
て

○
リ
ー
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
２
０
２
１
年
度
の
予
算
編
成
と
市
政
運
営
に
つ

い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

鈴木　敏雄　議員

（6）2021　213号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

議
会
本
会
議
場
、
消
防
通
常
点
検
、
出
初
式
、

小
中
学
校
の
入
学
式
卒
業
式
に「
い
ち
ご
市
旗
」

を
掲
げ
る
こ
と
は
な
い
。「
い
ち
ご
市
旗
」
を

市
役
所
正
門
脇
ポ
ー
ル
に「
日
章
旗（
日
の
丸
）」

と
同
時
掲
揚
し
て
い
る
こ
と
は
「
国
旗
」
を
尊

重
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）��
�
�
�
�
�
�
�
�

日
章
旗
に
つ
い
て
は
、
国
家
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
尊
重
し
て
い
ま
す
。

　

日
章
旗
（
日
の
丸
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
と

い
う
国
に
生
ま
れ
た
幸
運
に
感
謝
し
、
誇
り
と

自
覚
を
持
ち
、
日
本
国
民
の
一
人
と
し
て
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
国
家
を
象
徴
す
る
も
の
と

し
て
尊
重
し
て
い
ま
す
。「
い
ち
ご
市
旗
」
と

い
う
も
の
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一

環
と
い
う
位
置
づ
け
の
も
と
に
、
鹿
沼
市
の

P
R
戦
略
と
し
て
採
用
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、「
い
ち
ご
市
旗
」
を
国
旗
と
同
時
掲
揚
し

て
い
る
こ
と
と
、
国
旗
に
対
す
る
尊
重
と
い
う

こ
と
を
同
列
で
論
じ
る
こ
と
自
体
が
、
ち
ょ
っ

と
違
う
の
で
は
な
い
か
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

鹿
沼
市
の
山
間
部
は
道
路
沿
い
に
電
気
設
備

等
も
走
り
、台
風
や
大
雪
の
災
害
が
起
き
る
と
、

必
ず
倒
木
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
。
森
林
整
備

を
兼
ね
て
電
気
設
備
被
害
抑
止
も
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
、
考
え
を
示
せ
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

災
害
対
策
に
つ
な
が
る
よ
う
な
森
林
整
備
も

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

台
風
に
よ
る
電
気
設
備
等
の
倒
木
対
策
に
つ

い
て
、
市
で
は
、
倒
木
な
ど
に
よ
り
隣
接
地
に

被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
住
民
な

ど
か
ら
の
情
報
や
要
望
に
基
づ
い
て
、
所
有
者

に
対
し
て
、
適
正
な
管
理
を
行
う
よ
う
依
頼
し

て
い
ま
す
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
森
林
内
の
高
圧
送
電
線
な
ど

の
周
辺
の
間
伐
を
実
施
す
る
な
ど
、
適
切
な
森

林
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
倒
木
に
よ
る
被
害

を
防
ぐ
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
森

林
環
境
譲
与
税
の
使
途
は
、
森
林
整
備
、
人
材

育
成
・
担
い
手
確
保
、
木
材
利
用
、
普
及
啓
発

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
災
害
対

策
に
つ
な
が
る
よ
う
な
森
林
整
備
も
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
域
の
7
割
を
森

林
が
占
め
る
鹿
沼
市
と
し
て
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
、
森
林
資
源
の
活
用
に
よ
る
産
業
振
興

と
災
害
防
止
を
含
む
環
境
保
全
の
た
め
に
有
効

活
用
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
市
の
宣
言
と
、い
ち
ご
市
鹿
沼
の「
い
ち
ご
市
旗
」を
市
役

い
ち
ご
市
の
宣
言
と
、い
ち
ご
市
鹿
沼
の「
い
ち
ご
市
旗
」を
市
役

所
正
門
脇
の
ポ
ー
ル
に
同
時
掲
揚
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
伺
う

所
正
門
脇
の
ポ
ー
ル
に
同
時
掲
揚
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
伺
う

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
伺
う

鰕原　一男　議員小島　実　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
災
害
復
旧
事
業
費
に
反
対
し
た
議
員
は
い
な
い

○
す
べ
て
の
施
策
は
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鹿
沼
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

正門脇ポールの「国旗」「鹿沼市旗」
「いちご市旗」の同時掲揚状況

令和元年東日本台風の被害

（7） 2021　213号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

小
藪
川
流
域
に
お
い
て
、
1
級
河
川
部
の
堆

積
土
砂
の
撤
去
や
樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
1
級
河
川
部
上
流
の
普
通
河
川
部

の
整
備
や
、
富
士
山
雨
水
幹
線
整
備
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
環
境
部
長
）
���
�
�
�
�
�
�

今
年
度
内
に
最
後
の
工
事
を
発
注
し
、
そ
の
工

事
の
完
成
を
も
っ
て
、
小
藪
川
普
通
河
川
部
の

整
備
が
完
了
し
ま
す
。

　

小
藪
川
の
亀
和
田
町
地
先
か
ら
日
吉
町
地
先

ま
で
は
県
の
管
理
区
間
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

度
、
楡
木
町
地
内
に
お
い
て
、
河
床
整
正
や
樹

木
の
伐
採
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
普
通
河

川
部
の
整
備
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、鹿
沼
土
木
事
務
所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

平
成
29
年
度
よ
り
河
川
改
修
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
内
に
最
後
の
工
事
を
発
注
し
、
そ

の
工
事
の
完
成
を
も
っ
て
、
整
備
が
完
了
し
ま

す
。
富
士
山
雨
水
幹
線
整
備
は
、
道
路
冠
水
や

宅
地
冠
水
な
ど
の
抑
制
及
び
軽
減
を
図
る
た

め
、
農
業
用
水
路
の
拡
幅
改
良
工
事
を
行
う
も

の
で
す
。
進
捗
状
況
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
事

業
に
着
手
し
、今
年
度
は
地
元
説
明
会
を
実
施
、

現
在
は
詳
細
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

工
事
の
見
通
し
は
、
令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5

年
度
ま
で
の
3
年
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

立
地
適
正
化
計
画
は
、
将
来
の
鹿
沼
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
市
民

生
活
に
も
様
々
な
変
化
を
も
た
ら
す
重
要
な
計

画
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
計
画
の
基
本
的
な
考

え
方
と
市
街
地
の
居
住
誘
導
や
防
災
等
に
関
す

る
方
針
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
都
市
建
設
部
長
）
���
�
�
�
�

「
集
約
型
都
市
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
に
お
い
て
、
市
民
生
活
に
必
要
な
様
々
な
機
能

の
維
持
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
集
約
型
都

市
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
機
能
が
郊
外
に
広
が
る
こ
と

を
抑
え
、
本
市
の
拠
点
を
担
う
「
都
市
機
能
誘

導
区
域
」
や
居
住
環
境
の
向
上
を
目
指
す
「
居

住
促
進
区
域
（
居
住
誘
導
区
域
）」
な
ど一定
の
エ

リ
ア
に
お
い
て
、
人
口
密
度
を
維
持
し
、「
コン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
居
住
誘
導
に
つい
て
は
、

空
き
家
等
や
公
共
空
間
を
利
活
用
し
た
公
民
連

携
の
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
防
災
指
針
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
災
害
の
頻
発
、
激
甚
化
に
対
応
す
る
た
め
、

令
和
5
年
度
ま
で
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
具

体
的
な
内
容
を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

雨
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
伺
う

立
地
適
正
化
計
画
に
お
け
る
市
街
地
の

ま
ち
づ
く
り
方
針
に
つ
い
て
伺
う

関口　正一　議員 藤田　義昭　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
水
源
地
域
振
興
拠
点
施
設
整
備
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
に
つ
い
て

○
水
路
の
管
理
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
令
和
3
年
度
に
お
け
る
組
織
・
機
構
の
見
直
し

に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

（8）2021　213号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

食
育
カ
ル
タ
は
、
幼
児
が
食
育
と
文
字
を
楽

し
く
学
べ
る
。
教
材
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
。

作
成
を
始
め
る
食
育
カ
ル
タ
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
計
画
を
伺
う
。
ま
た
、食
品
ロ
ス
に
対
し
、

食
育
の
観
点
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
に
学
習
の

機
会
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

答
　
　
弁
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）
���
�
�
�

食
品
ロ
ス
削
減
を
含
め
た
学
習
機
会
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
年
開
催
し
て
い
る
「
食
育
ま
つ
り
」
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
観
点
か

ら
中
止
と
な
り
、
そ
の
代
替
事
業
と
し
て
、
楽

し
み
な
が
ら
食
へ
の
興
味
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
文
字
に
触
れ
る
機
会
に
も
な
る
「
食
育
か

る
た
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
作

成
に
当
た
り
食
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
75
世
帯
164
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
年
度
中
に
頭
文
字
ご
と
に
優
秀
作

品
を
選
定
し
た
上
で
、か
る
た
の
読
み
札
と
し
、

来
年
度
に
は
、
絵
札
と
合
わ
せ
て
か
る
た
を
作

成
し
て
い
く
予
定
で
す
。
作
成
数
や
配
布
対
象

等
は
、
今
後
食
育
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
子
供
た
ち
の
学

習
機
会
に
つ
い
て
は
、
食
育
計
画
「
か
ぬ
ま
元

気
も
り
も
り
プ
ラ
ン
p
a
r
t
Ⅲ
」
に
基
づ

き
、
食
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
食
品
ロ
ス
削
減
を
含
め
た
学
習
機

会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
経
営
が
低

迷
し
て
い
る
飲
食
店
の
方
や
、
こ
れ
か
ら
飲
食

業
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
若
い

経
営
者
が
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
購
入
す
る
際
に
、

市
が
支
援
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

答
　
　
弁
（
経
済
部
長
）
���
�
�
�
�
�
�

制
度
融
資
の
設
備
資
金
の
活
用
に
よ
り
、
車
両

の
導
入
が
可
能
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

り
、
飲
食
業
関
連
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
多
く
の
事
業
者
は
こ
の
状
況
を

乗
り
切
る
た
め
に
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ

リ
ー
へ
の
業
態
の
転
換
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は
、
こ
れ
ら
に
対
応
で
き

る
方
法
の
一
つ
で
す
。
導
入
の
た
め
の
市
独
自

の
支
援
と
し
て
は
、
制
度
融
資
の
設
備
資
金
の

活
用
に
よ
り
、
車
両
の
導
入
が
可
能
で
す
。
な

お
、国
の
補
助
事
業
の
中
に
も
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー

に
対
す
る
支
援
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
第

5
次
の
最
終
受
付
が
終
了
し
て
い
る
状
況
で
、

今
後
の
国
の
追
加
経
済
対
策
な
ど
に
よ
る
支
援

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま

え
、
国
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
厳
し
い

状
況
が
続
く
飲
食
業
な
ど
へ
の
効
果
的
な
支
援

策
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

食
育
に
つ
い
て
伺
う

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
導
入
支
援
に
つ
い
て
伺
う

阿部　秀実　議員橋本　修　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
南
押
原
小
学
校
と
楡
木
小
学
校
の
今
後
に
つ
い
て

○
新
田
橋
（
市
道
０
３
６
５
線
）
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
東
日
本
台
風
時
の
永
野
地
区
の
水
道

復
旧
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
健
康
づ
く
り
と
運
動
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

（9） 2021　213号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

鹿
沼
市
土
地
改
良
区
合
併
に
至
っ
た
経
緯
・

合
併
す
る
目
的
・
合
併
後
の
経
常
賦
課
金
の
割

合
・
合
併
に
際
し
た
支
援
、
更
に
は
鹿
沼
市
か

ら
の
支
援
や
援
助
が
あ
れ
ば
、
事
務
運
営
費
が

抑
え
ら
れ
経
常
賦
課
金
を
減
額
す
る
事
が
出
来

る
と
思
う
が
、
執
行
部
の
考
え
を
問
う
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

具
体
的
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

県
が
策
定
し
た
「
と
ち
ぎ
土
地
改
良
区
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
本
市
に
お
い
て

も
、
土
地
改
良
区
の
合
併
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
本
年
9
月
25
日
に
市
内
15
の
土
地
改
良

区
に
よ
る
合
併
予
備
契
約
書
調
印
式
が
執
り
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
各
改
良
区
に
お
い
て
、
調
印

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
土
地
改
良

区
の
設
立
委
員
会
に
お
い
て
、
定
款
や
規
定
な

ど
を
検
討
し
、
来
年
3
月
に
県
に
認
可
申
請
を

行
い
、
4
月
1
日
に
は
新
た
な
「
鹿
沼
市
土
地

改
良
区
」
が
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。
合
併
を

す
る
こ
と
で
、
土
地
改
良
区
の
組
織
運
営
体
制

が
強
化
さ
れ
、
事
務
負
担
の
軽
減
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
経
常
賦
課
金
の
う
ち
、
維
持
管
理
費

に
充
て
ら
れ
る
部
分
は
各
改
良
区
ご
と
に
決
定

さ
れ
ま
す
が
、
事
務
運
営
費
に
充
て
ら
れ
る
部

分
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
1
千
円
に
統
一
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
に
対
し
、
新
土

地
改
良
区
の
運
営
に
対
す
る
支
援
要
望
も
出
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
具
体
的

な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

鹿
沼
駅
自
転
車
駐
車
場
の
管
理
に
つ
い
て
、

放
置
自
転
車
の
処
分
状
況
と
リ
サ
イ
ク
ル
販
売

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
周
辺
の
治
安

を
維
持
す
る
た
め
に
、
未
成
年
者
の
喫
煙
や
迷

惑
行
為
に
つ
い
て
警
察
や
学
校
と
の
連
携
を
更

に
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
民
部
長
）
���
�
�
�
�
�
�

引
き
続
き
連
携
を
図
り
、
青
少
年
の
早
期
指
導

に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。

　

放
置
自
転
車
の
処
分
台
数
は
、平
成
29
年
度

か
ら
本
年
度
10
月
末
ま
で
で
、合
計
285
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。処
分
方
法
は
、1
カ
月
以
上
移
動
の

認
め
ら
れ
な
い
自
転
車
に
撤
去
通
告
書
を
取
り
つ

け
、1
週
間
程
度
移
動
が
な
け
れ
ば
、保
管
場
所

へ
移
動
し
、6
カ
月
以
上
持
ち
主
が
現
れ
な
い
場

合
は
廃
棄
処
分
と
し
て
い
ま
す
。放
置
自
転
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
販
売
に
つ
い
て
は
、本
年
9
月
か
ら
、

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
自
転
車
の
中
か
ら
程
度
の

よ
い
も
の
を
、リ
ユ
ー
ス
自
転
車
と
し
て
N
P
O
法

人「
ぶ
う
め
ら
ん
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。放
置
自

転
車
に
つ
い
て
も
、連
携
し
、リ
ユ
ー
ス
自
転
車
と

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。警
察
や

学
校
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つい
て
は
、日
頃

の
街
頭
指
導
等
の
実
施
状
況
報
告
や
、関
係
者
に

よ
る
会
議
で
の
情
報
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。今

後
も
引
き
続
き
連
携
を
図
り
、青
少
年
の
早
期

指
導
に
当
た
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鹿
沼
市
土
地
改
良
区
の
設
立
に
つ
い
て
伺
う

鹿
沼
駅
自
転
車
駐
車
場
に
つ
い
て
伺
う

市田　登　議員 石川さやか　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

○
国
土
強
靭
化
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

○
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

（10）2021　213号



質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

事
業
展
開
中
6
つ
の
視
点
に
つ
い
て
の
う
ち
、

「
Ⅴ
誰
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
を
作
る
」

中
、
女
性
の
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
で

は
、
市
の
女
性
管
理
職
育
成
も
そ
の一つ
と
考
え

る
が
、
実
際
と
今
後
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
総
務
部
長
）
���
�
�
�
�
�
�

男
女
を
問
わ
ず
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
意
識
し
た
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
の
女
性
職
員
の
割
合
は
、
職
員

全
体
871
人
の
う
ち
317
人
で
、
36
・
4
％
と
な
っ

て
お
り
、
課
長
補
佐
級
以
上
の
管
理
職
に
お
い

て
は
、
153
人
の
う
ち
26
人
で
、
17
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
、
新
規
採
用
職
員
に
占
め
る
女

性
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
全
体
の

女
性
職
員
の
割
合
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
現
在
、
人
材
育
成
の
た
め
、
年
齢
や

職
位
に
応
じ
て
、
男
女
を
問
わ
ず
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
意
識
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
女
性
職
員
が
管
理
職
と
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
、
従
来
の
研
修
に
加
え
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
へ
の
意
欲
向
上
や
不
安
解
消
を
図
る
た

め
、
先
輩
女
性
職
員
を
講
師
と
し
た
研
修
な
ど

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研

修
は
も
と
よ
り
、
能
力
や
適
正
に
応
じ
た
人
事

配
置
な
ど
、
職
員
が
能
力
を
発
揮
し
、
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

国
が
推
進
す
る
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

り
、
本
市
で
も
全
児
童
、
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
目
的
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の

か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
教
育
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
の
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
、
学
習

指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
活
用
能
力

等
の
資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
調
べ

学
習
や
プ
レ
ゼ
ン
ソ
フ
ト
等
を
利
用
し
た
児
童

生
徒
の
発
表
、
授
業
支
援
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た

協
働
学
習
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学
習
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
臨
時
休
業
等
の
緊
急

時
に
お
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
保
障
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
は
、
教
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ
ド

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
教
材

を
活
用
し
た
り
、
ク
ラ
ウ
ド
で
教
材
を
共
有
し

た
り
と
、
教
材
研
究
や
授
業
準
備
を
効
率
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ひ
と・ま
ち・し
ご
と
創
生
鹿
沼
市
総
合
戦
略
」

「
第
７
次
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
伺
う

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
伺
う

加藤美智子　議員大貫　毅　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

○
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
つ
い
て

○
西
大
芦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
に

つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第

104
号 

令
和
2
年
度
鹿
沼
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
7
号
）
歳
入
歳
出
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ

い
て
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
15
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
基
本

目
標
1
人
を
育
む
）

○
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
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質
　
　
問
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

本
市
を
分
析
す
る
指
標
と
し
て
、「
住
み
よ

さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」、「
市
政
世
論
調
査
」、「
住
み

た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
」
等
が
あ
り
、「
魅
力

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
イ
メ
ー
ジ
戦
略
上
重
要
な

指
標
で
あ
る
故
に
同
調
査
の
結
果
と
分
析
を
次

期
総
合
計
画
と
関
連
づ
け
て
問
う
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）
���
�
�
�
�
�
�
�

様
々
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

実
現
可
能
性
の
高
い
も
の
と
す
る
方
針
で
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
」
の
本
市
の
結
果
は
、

「
認
知
度
」
は
前
年
よ
り
1.6
ポ
イ
ン
ト
下
が
り

511
位
、「
魅
力
度
」は
0.7
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
679
位
、

「
情
報
接
触
度
」
は
1.5
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
488
位
、

「
居
住
意
欲
度
」
は
0.9
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
717
位
、

「
観
光
意
欲
度
」
は
2.4
ポ
イ
ン
ト
上
が
り
557
位
、

「
産
品
購
入
意
欲
度
」
は
2.5
ポ
イ
ン
ト
上
が
り

327
位
で
し
た
。
上
昇
し
た
要
因
と
し
て
は
、
西

日
本
に
住
む
人
の
評
価
が
高
ま
っ
た
こ
と
、「
自

治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、動
画
な
ど
」

の
情
報
接
触
が
増
え
た
こ
と
、
移
住
志
向
の
高

ま
り
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
期
総
合
計
画

は
、400
を
超
え
る
指
標
を
分
析
し
、様
々
な
デ
ー

タ
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
現
可
能
性

の
高
い
も
の
と
す
る
方
針
で
策
定
を
進
め
て
お

り
、
現
在
は
、
本
市
の
強
み
や
弱
み
な
ど
、
実

態
を
分
析
す
る
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
２
０
２
０
」
と
次
期
総

合
計
画
に
つ
い
て
伺
う

佐藤　誠　議員

一般質問の
動画はこちら

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○「
リ
ベ
ン
ジ
体
験
」
に
つ
い
て

○
プ
ラ
ゴ
ミ
削
減
と
レ
ジ
袋
兼
用
新
型
マ
イ
バ
ッ

ク
に
つ
い
て

令和２年第６回
12月定例会の結果

　人　事　　　　　　　（敬称略）

　陳情の結果

▶︎用語解説 「人権擁護委員」

　人事案件が議決されました。（議案第125〜129号）

　議会運営員会で、3件の陳情が審査されました。

　人権擁護委員　（候補者）
　川島恵美子　（かわしま　えみこ・北半田）
　小太刀良男　（こだち　よしお・下永野）
　宇賀神文惠　（うがじん　ふみえ・下奈良部町）
　渡邉　雅紀　（わたなべ　まさき・佐目町）
　吉井　和夫　（よしい　かずお・三幸町）

■国に対して「妊産婦医療費助成制度」創設するよ
う意見書提出を求める陳情書
　会派ごとの委員の意見
　【不 採 択】公明党
　【継続審査】経世会・政新クラブ・親悠会・自

由民主党・希望
　結　　果：継続審査
　主な理由：国でも議論中であり、少子化対策と

しても重要なことなので、議論を深
めたい。

■日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准
を求める意見書の提出を求める陳情

　会派ごとの委員の意見
　【不 採 択】経世会・公明党・親悠会・自由民

主党・希望
　【継続審査】政新クラブ
　結　　果：不採択
　主な理由：国の方で十分に考慮している事である。

■菅義偉首相による日本学術会議会員候補の任命
拒否について抗議し、撤回を求める意見書の提出
を求める陳情

　会派ごとの委員の意見
　【不 採 択】経世会・政新クラブ・公明党・親

悠会・自由民主党・希望
　結　　果：不採択
　主な理由：内閣総理大臣の任命権の事なので、
　　　　　　内閣総理大臣の判断に任せる。

　人権擁護委員法に基づいて、各市町村に設置される非常勤職
で、法務大臣が委嘱する民間のボランティア。日常生活の中で人
権尊重思想の普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を
救済し、人権を擁護していく活動をしている。議会の意見を聞い
て、市長が法務大臣に対し候補者を推薦する。任期は3年。
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市長提出議案28件及び議員案1件が提出されました。
議員数23名、表決参加議員数22名※（※議長は表決には加わりません。）

令 和 2 年 第 6 回 定 例 会
議員の賛否を公表

賛 否 の 分 か れ た 議 案 【 可 決 】

物
品
購
入
契
約

条
例
の
一
部
改
正

賛
成

賛
成

不
参
加

反
対

議案108　物品購入契約の締結について
　鹿沼市新庁舎整備備品購入（収納什器）に係る指名競
争入札を去る10月27日に行い、その結果、株式会社シ
ブエが4,545万2千円で落札したので、本契約を締結す
るためのものです。
議案109　物品購入契約の締結について

　鹿沼市新庁舎整備備品購入（窓口ローカウンター・来
客用イス等）に係る指名競争入札を去る10月27日に行
い、その結果、株式会社シブエが5,981万8千円で落札
したので、本契約を締結するためのものです。
議案110　物品購入契約の締結について

　鹿沼市新庁舎整備備品購入（事務用デスク・事務用イ
ス等）に係る指名競争入札を去る10月27日に行い、そ
の結果、株式会社マツヤが6,556万円で落札したので、
本契約を締結するためのものです。
議案111　物品購入契約の締結について

　鹿沼市新庁舎整備備品購入（議会・会議室・公室等）
に係る指名競争入札を去る10月27日に行い、その結
果、株式会社鹿沼教材社が5,605万6千円で落札したの
で、本契約を締結するためのものです。

議案121　�鹿沼市高齢者・障害者トレーニングセンター
条例の一部改正について

　施設の利用に係る使用料等を定めるためのものです。

※この議案について、討論が行われました。

　改正案は、施設の公平な利用と、広く多くの高齢者へ利用推進するための使用料負担としているが、社会経済は
消費税増税とコロナ禍で厳しい状況が続いている。こうした中で高齢者に負担を負わせるべきではない。施設の課
題はルール作りなど別の方法で解決の道筋をつけるべき。政府は後期高齢者の医療費窓口負担を2割へ引き上げる
具体策を検討している今、一方では、生活が苦しい高齢者が、生活維持のため働き、家計を切り詰めて暮らす厳し
い現実もあり、議案に反対します。

【経世会】�鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
　　　　 舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・佐藤　誠・
　　　　　　 大島久幸
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・
　　　　 関口正一
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉
【希望】橋本　修・鈴木　毅
【立憲民主党】大貫　毅
【日本共産党】阿部秀実

【経世会】鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
　　　　 舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・佐藤　誠・
　　　　　　 大島久幸
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・
　　　　 関口正一
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉
【希望】橋本　修・鈴木　毅・鰕原一男
【立憲民主党】大貫　毅

【希望】鰕原一男

【日本共産党】阿部秀実

�反対討論�　阿部秀実�議員

�賛成討論�　討論者なし

討　 論

12/21可
決

賛成  2
1名

不参加
 1名

12/21可
決

賛成  2
1名

反対　
1名
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条
例
の
一
部
改
正

人
事

計
画
変
更

物
品
購
入
契
約

指
定
管
理

市
道
路
線

条
例
の
一
部
改
正

議
員
案

令
和
２
年
度
補
正
予
算

令
和
２
年
度
補
正
予
算

議案125〜129　人権擁護委員候補者の推薦について
（議案125〜129については、
12ページをご覧ください｡）

議案116　�鹿沼市議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正について

　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、
市議会議員の期末手当の額を引き下げるためのものです。
議案117　�鹿沼市長等の給与及び旅費に関する条例

の一部改正について
　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、
市長、副市長及び教育長の期末手当の額を引き下げる
ためのものです。
議案118　�鹿沼市一般職の職員の給与に関する条例

の一部改正について
　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、 
一般職の職員の期末手当の
額を引き下げるためのもの
です。

議案103　�令和2年度鹿沼市一般会計補正予
算（第6号）について

　歳出予算の更正として、いちごっこ未来応
援特別給付金事業費、商業振興推進事業費等
の増減額を計上するものです。

議案104　�令和2年度鹿沼市一般会計補正予算（第7
号）について

　歳入については、国県支出金、地方交付税、市債等
の増減額を計上し、歳出については、一般管理関係職
員給与費、コミュニティセンター整備事業費、道路橋
りょう災害復旧事業費等の増減額を計上したもので、
この補正額を2億4,053万5千円の増とし、予算総額
を563億4,877万3千円とするものです。
議案105　�令和2年度鹿沼市介護保険特別会計補正

予算（第2号）について
　歳入については、国庫支出金及び繰入金の増額を計
上し、歳出については、介護保険事務費の増額を計上
したもので、この補正額を231万円の増とし、予算総
額を87億269万4千円とするものです。
議案106　�令和2年度鹿沼市下水道事業会計補正予

算（第1号）について
　資本的収入及び支出において、収入総額及び支出総
額をそれぞれ4,500万円増額補正するものです。

議案107　辺地に係る総合整備計画の変更について
　令和元年8月9日議案第53号として議決された上・中粕
尾辺地及び西大芦辺地に係る総合整備計画について、辺
地における計画事業の変更を行うためのものです。
議案112　物品購入契約の締結について

　鹿沼市立小中学校大型モニター等購入に係る指名競
争入札を去る11月5日に行い、その結果、株式会社マツヤ
が3,651万540円で落札したので、本契約を締結するため
のものです。
議案113　指定管理者の指定について

　出会いの森総合公園及び出会いの森親水公園の指定
管理者として、特定非営利活動法人出会いの森管理協
会を指定するためのものです。
議案114　市道路線の変更について

　上石川地内の市道について、現状に合わせて終点を変
更するためのものです。
議案115　鹿沼市部設置条例の一部改正について

　新たな政策課題への効果的な取組、更なる市民サービス
の向上及び行政改革による組織のスリム化の推進などの
観点から、既存の組織・機構を見直し、令和3年度から新た
な組織・機構でスタートするためのものです。
議案119　鹿沼市手数料条例の一部改正について

　防火管理者資格取得講習の課程修了に関する証明等
に係る手数料を無料とするためのものです。
議案120　鹿沼市奨学金貸付条例の一部改正について

　奨学金の貸付対象者に、新たに医療又は看護に関する
教育を行う各種学校に在学している者を加えるためのもの
です。
議案122　鹿沼市下水道条例の一部改正について

　古峰原水処理センターの使用料の額を引き下げることに
より、市内の下水道使用料の額の統一化を図るためのもの
です。
議案123　鹿沼市火災予防条例の一部改正について
　関係省令の一部改正に伴い、急速充電設備の全出力
の上限の引き上げ等を行うためのものです。

議案124　鹿沼市防災会議条例の一部改正について
　本市の防災体制の強化を図るため、防災会議の委員に
新たに陸上自衛隊の自衛官を加えるためのものです。

議員案7　�防災・減災、国土強靭化対策の推進を求
める意見書の提出について

（15ページをご覧ください。）
議案130　�令和2年度鹿沼市一般会計補正予算（第8

号）について
　歳入については、国庫支出金の増額を計上し、歳出につ
いては、児童扶養手当費の増
額を計上したもので、この補正
額を1,700万円の増とし、予
算総額を563億6,577万3千
円とするものです。

全 議 員 が 賛 成 し た 議 案 【 可 決 】

11/25可決
全員が

賛　成

専
決
処
分
事
項

11/30可決
全員が

賛　成

12/21可
決

全員が

賛　成
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意見書を提出しました。
　内閣総理大臣、財務大臣、国土交通大臣、国土強靭化担当大臣、内閣府特命担当大臣（防災）、衆議院議長、及
び参議院議長宛てに意見書を提出しました。（議員案第7号）

■議員案第7号　防災・減災、国土強靭化対策の推進を求める意見書の提出について
　近年、全国各地では甚大な被害をもたらす自然災害が毎年のように発生し、本市においても東日本大震災、
関東・東北豪雨、更には令和元年東日本台風など度重なる災害が発生している。このような甚大な自然災害に
対して事前から備え、国民の生命・財産を守ることは喫緊の課題である。このような中、国においては防災、
国民経済、生活を支える重要インフラ等の機能強化の観点から緊急に実施すべきハード・ソフト対策を集中し
て実施するため、平成 30 年 12 月に「防災・減災、国土強靭化のための 3 か年緊急対策」を閣議決定し、国
と地方が一体となって取り組んでいるが、その期限は令和 3 年 3 月末までとなっている。
　今後起こりうる大規模自然災害による被害を最小限に抑え、迅速な復旧復興のために、防災・減災、国土強
靭化対策に関する安定的な財源確保と継続的な体制整備が必要である。
　よって、国においては、次の事項に取り組むよう強く要望する。

1　�「防災・減災、国土強靭化のための 3か年緊急対策」に引き続き、5か年計画を策定し、当初予算において
別枠で確保すること。

2　�計画の策定にあたっては、安定的な人流・物流を支える道路ネットワークの整備など対象事業の拡充を図
ること。

3　社会資本整備を着実に推進するため、十分な財源を地方に配分すること。

議会改革特別委員会の中間報告を行いました。
　議会改革特別委員会に付託されている調査事件のうち、「その他議会改革に関する事項」について、
中間報告書を11月18日に議長に提出し、11月25日の本会議で委員長が主な内容の報告を行いまし
た。中間報告の主な内容は次のとおりです。なお、中間報告書の全文は市ホームページでご覧にな
れます。

○発言通告書提出後の執行部との打合わせについて

○常任委員会の開催時間について

　議員が質の高い議案質疑、及び市政一般質問を行い、執行部から質の高い答弁を得られることが期待できる
か検証するため、9 月定例会において発言通告書提出後の執行部との打合わせを試行しました。
　その結果を踏まえ、さらに議論を重ねた結果、実施したいとする意見が多数であったことから、一部内容を
改善し、12 月定例会から正式に施行することにしました。

　これまで、同じ時間に 2 つの常任委員会を開催していたため、市民及び議員は、同時開催の常任委員会を
傍聴できませんでした。
　開かれた議会の推進及び、議員の資質向上並びに、議員が所属していない常任委員会に付託された議案等の
審査状況を確認できるよう、同日に開催する常任委員会を午前と午後に振り分けて開催することにしました。
　各常任委員会の開催時間は次のとおりになります。

午前 10時から 午後 1時から

常任委員会第 1日目 総務常任委員会 環境経済常任委員会

常任委員会第 2日目 建設水道常任委員会 文教民生常任委員会
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話63-2203）

足立区議会議員写真部作品展に出品しました

表紙の写真は

動画を配信しています議会カレンダー

28 29 30 7/1 2 3 4

5/17 18 19 20 21 22 23

31 6/1 2 3 4 5 6

24 25 26 27 28 29 30

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

5月
月 火 水 木 金 土 日

6月 令和3年第2回定例会予定 　本会議の様子は、鹿沼ケーブルテレビで
生中継及び録画放送をしているほか、
YouTube（ユーチューブ）で動画配信（下記
QRコード）もしていますので、ぜひご覧に
なってください。

鹿沼市ホームページ
（議会の動画配信）

◆題字書写リレー !!◆　今号は市田登議員が揮ごうしました

民族音楽及び舞踊のフラメンコ鑑賞　～議場コンサート～民族音楽及び舞踊のフラメンコ鑑賞　～議場コンサート～

市政を問う
12月定例会の結果

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

特 集

市内４校の高校生と
　意見交換会を行いました!

2021
213号

2月25日発行

　令和2年12月11日から18日まで、足立区役所において「足立区議会議員写真部作品展」が開催されたことから、本市議会からも、特
別参加として3名が計6点の力作を出品しました。その中から3点をご紹介します。

　新型コロナウイルス感染症対策を行っ
た上で、鹿沼市議会文化・スポーツ・芸術
振興議員連盟主催の、議場コンサートを
開催しました。
　今回は、フラメンコ・スタジオJの皆さま
をお呼びし、スペイン南部　アンダルシア
地方で生まれた、民族音楽及び舞踊のフ
ラメンコを鑑賞しました。※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページをご覧

いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

総務常任委員会
環境経済常任委員会

建設水道常任委員会
文教民生常任委員会

本会議（第４日）
議案質疑・一般質問

本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

本会議（第１日）
提出議案の説明

議会運営委員会

夕暮れの　川上澄生美術館

撮影者：谷中　恵子　議員

鹿沼深岩石

撮影者：加藤　美智子　議員

屋台のまち中央公園
掬翠園のもみじ

撮影者：阿部　秀実　議員


